
第２期北上市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 令和５年３月１日 子ども・子育て会議
資料№２ 健康こども部子育て支援課

１ 中間見直しに至る経緯

３ 教育・保育の量の見込み及び確保方策

◇計画策定時には想定しなかった０～５歳の子ども人口の減少

要因：新型コロナウイルス感染症の影響による出生数低下など

第２期北上市子ども・子育て支援事業計画について、子ども人口を改

めて推計した上で、量の見込みと確保方策のほか、具体的施策の一部

を見直そうとするもの。

２ 子ども人口の推計

現状の傾向が継続した場合、計画内容との乖離が広がることが見込
まれることから、計画の中間年度において見直しを行う。

令和２年度

(実績)

令和３年度

(実績)

令和４年度

(実績)
令和５年度 令和６年度

０歳 658→634 648→539 638→542 627→542 615→553

１歳 684→641 683→644 673→564 663→550 652→558

２歳 661→684 687→642 686→646 676→572 666→567

３歳 716→729 677→685 703→645 702→655 692→589

４歳 719→725 728→726 689→690 715→654 714→675

５歳 768→764 736→728 745→737 706→700 732→674

合計 4,206→4,177 4,159→3,964 4,134→3,824 4,089→3,673 4,071→3,616

Ｒ４→Ｒ５ Ｒ５→Ｒ６

０歳人口 同数で推移 前年比２％増

ｎ歳→ｎ＋１歳の

人口増加率

増加率101.4％

(Ｒ３→Ｒ４と同率)
増加率103％

◇子ども人口の推計 見直しのポイント（11/1第2回会議で方向性を確認済）
・～Ｒ４年度 新型コロナの影響などにより出生数が減少するものと仮定
・Ｒ５年度～ 一定程度の出生数立て直し、企業立地などにより転入者が増加と仮定
これらの要因を勘案し、次のとおり算出

認定
提供体制

内訳

令和２年度

(実績)

令和３年度

(実績)

令和４年度

(実績)

令和５年度

(推計)

令和６年度

(推計)

１号及び

２号のうち

教育利用

①量の見込み 1,000→1,009 970→878 970→816 960→804 960→775

②確保の内容 1,440→1,440 1,268→1,240 1,288→1,242 1,288→1,218 1,238→1,233

②ー① 440→431 298→362 318→426 328→414 278→458

２号

①量の見込み 1,150→1,120 1,150→1,201 1,150→1,182 1,150→1,205 1,150→1,162

②確保の内容 1,095→1,113 1,240→1,178 1,231→1,226 1,231→1,211 1,256→1,308

②ー① ▲55→▲7 90→▲23 81→44 81→6 106→146

３号

①量の見込み 1,110→971 1,130→970 1,120→949 1,110→921 1,100→926

②確保の内容 1,053→1,083 1,108→1,138 1,111→1,138 1,111→1,048 1,163→1,045

②ー① ▲57→112 ▲22→168 ▲9→189 1→127 63→119

(現行計画の数値→見直し後の数値) 単位：人

(現行計画の数値→見直し後の数値) 単位：人

４ 具体的施策

・３月１日 子ども・子育て会議へ提示
・３月中 庁議決定、市ホームページで公表

供給過多の状況が見込まれることから、需要と供給のバランスを勘案した整備に向け
て、具体的な施策について計画の一部を見直す。

第４章 基本目標１ 基本方向１施策④「地域の実情に応じた教育・保育施設の配置」
（略）
○藤根幼稚園の認定こども園化を進めます。（削除）
○地域における保育サービスの需要と供給が均衡するよう、公立施設の利用定員を調
整するほか、新たな施設整備については必要性を精査した上で実施を判断します。

５ 今後のスケジュール

◇教育・保育の量の見込み及び確保方策 見直しのポイント
（11/1第2回会議で方向性を確認済）

・量の見込み
１号：３～５歳児の推計人口に、概算平均利用率(40％)を乗じて推計
２号：３～５歳児の推計人口に、概算平均利用率(60％)を乗じて推計
３号：０～２歳児の推計人口に、概算平均利用率(0歳25%、1･2歳70％)を乗じて推計

・確保の内容
各施設の定員変更、今後の整備予定など、直近の見込みを反映させて推計


